
千年和鐘打鐘式について 

１ 恒久平和を願う千年和鐘打鐘式 

(1) 日  時  平成 29年 8月 6日(日) 午前 11時 55分～（12:25頃終了予定）
(2) 会  場  山形市役所庁舎東側 「千年和鐘」前
(3) 内  容  市長あいさつ、山形市平和都市宣言文の読み上げ、黙祷、打鐘
(4) 目  的   1945年、広島に原子爆弾が投下された 8月 6日に、平和への祈

りを込めて鐘をつき、「平和都市宣言」を行った山形市民として、

世界の恒久平和への願いを希求する機会とします。

（原爆投下：午前 8時 15分）
(5) 主  催  山形市
(6) 問合せ先  広報課 広報係（内線２４４）

２ 恒久平和を願う千年和鐘打鐘式 

(1) 日  時  平成 29年 8月 9日(水) 午前 10時 55分～（11:25頃終了予定）
(2) 会  場  山形市役所庁舎東側 「千年和鐘」前
(3) 内  容  市長あいさつ、山形市平和都市宣言文の読み上げ、黙祷、打鐘
(4) 目  的   1945年、長崎に原子爆弾が投下された 8月 9日に、千年和鐘の

打鐘を行い、核兵器の廃絶と真の世界平和が訪れることを市民の皆

さまとともに祈念します。

（原爆投下：午前 11時 02分）
(5) 主  催  山形市
(6) 問合せ先  広報課 広報係（内線２４４）

３ 「戦没者を追悼し平和を祈念する日」（終戦記念日）千年和鐘打鐘式 

(1) 日  時  平成 29年 8月 15日(火) 午前 11時 50分～（12:15頃終了予定）
(2) 会  場  山形市役所庁舎東側 「千年和鐘」前
(3) 内  容  市長あいさつ、黙祷、打鐘
(4) 目  的   先の大戦において亡くなられた方々を追悼し、世界の恒久平和

を念願するために、千年和鐘の打鐘を行います。

(5) 主  催  山形市
(6) 問合せ先  生活福祉課 地域福祉係（内線５８７）
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「ヘルプカード」の取り組みについて

平成２９年４月１日より「山形市障がいを理由とする差別の解消の推進に関する条例」を

施行し、障がいのある方への配慮として、環境の整備に順次取り組んでいます。 

この度、差別解消事業の一環として、山形県内では初めての「ヘルプカード」の取り組み

を開始しました。 

１ ヘルプカードについて 

障がいのある方が、普段の生活や緊急時・災害時など周囲に手助けを求めたいことをあ

らかじめ記載し提示することで、手助けを求めやすくするものです。また、提示を受けた

人は、できる範囲での手助けや思いやりのある行動をお願いするものです。 

カードのデザインは、東京都が作成した標準様式であり、東京都から使用許可を受けて

おります。現在、多くの自治体がこのデザインを使用しており、障がいのある方の利用の

しやすさの面から、同一のデザインとしました。 

２ 配布の対象 

障がいのある方で希望する方。（身体障がい者手帳等の手帳の所持は問わず、また、手

帳所持者でも必ず持つ必要があるということではありません。） 

３ カード及び啓発用チラシの配布窓口・配布方法及び周知 

(1) 既に実施している取り組み 

① 庁内での配布 

・庁舎内障がい福祉課及び市民相談課窓口（6/21） 

・公民館とコミュニティセンターの窓口（6/28） 

② 関係相談窓口での配布 

・障がいに関する市内各行政機関（村山保健所等 10 ヶ所）（6/28） 

・市内６か所の相談支援センターの窓口（6/20） 

③ 学校関係を通じての配布 

・特別支援学校、学級の児童・生徒（計 857 名）について、各学校に対し啓発用のチ

ラシとともに配布を依頼（6/28） 

④ 障がい者福祉団体等を通じての配布（6/23） 

・障がい者団体、家族会、サービス事業所、身体・知的障がい者相談員に個々に通知

（計 147 件）し、取り組みの周知と希望枚数の聞き取りを行っています。 

  ⑤ 市民への周知 

   ・山形市公式フェイスブック（6/29） 

   ・山形市公式ホームページ（6/29） 

   ・「広報やまがた」7/1 号 

   ・自治推進委員（549 名）への周知（7/4） 

   ・市内 30地区の社会福祉協議会長（7/6） 

・ＹＢＣ『市政の目』（7/8） 

・民生委員児童委員の全体研修会（7/13） 

⑥ 市職員への周知 

・庁内グループウェアへの掲示により、取り組み 

の周知と市民への呼びかけを依頼。 

市防災支部と市避難所の指名職員については、 

特に配慮をお願いした。（6/28） 

(2) 今後の周知予定 

・ヘルプカード利用者が利用しそうな医療機関（医師会を通じて実施）やスーパー等

の量販店、商店街、商工会議所、交通機関等への周知 

山形市 
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問い合わせ先 

障がい福祉課 

℡０２３－６４１－１２１２ 内６２５ 



「第１９回山形市酪農まつり」の開催について 

１ 目  的  消費者と酪農家との交流や乳牛とのふれあいを通して酪農業への関

心を高めるとともに、牛乳・乳製品の消費拡大を図ることを目的に開

催する。

２ 日  時  平成２９年７月２２日（土）午前１０時から午後２時まで 

３ 場  所  山形市西蔵王放牧場（来場者臨時駐車場約１６０台を準備） 

４ 内  容  （１）牛の乳しぼり体験（小学生以下を対象）※

（２）バターづくり体験（小学生以下を対象）

（３）牛乳・乳製品の試飲・試食

（４）牛乳パック工作

（５）お楽しみ抽選会

        （６）放牧場見学

（７）はながたベニちゃんとの交流会

※（１）については、都合により中止の場合あり。

５ 料  金  無料 

６ 主  催    （１）山形市酪農まつり実行委員会 （会長 山形市長） 

（山形市・村山総合支庁・全農山形県本部・山形農業協同組合・ 

農業共済組合等で構成） 

         （２）山形市農業振興協議会

７ 協  賛  畜産関係団体（集乳団体、生乳会社、飼料会社等）１３団体   
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問い合わせ先

山形市酪農まつり実行委員会

（山形市農政課内）

ＴＥＬ023-641-1212 内 435 
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第 1９回山形市

主催 ： 山形市酪農まつり実行委員会  山形市農業振興協議会 

電話 ： ６４１－１２１２ 内線４３５ （山形市役所 農政課内） 

 

入場・イベント参加無料 

みんなで遊びに 
来てベニ！ 

・牛の乳しぼり体験 
(牛の体調等により中止する場合があります。) 

・牛乳パック工作で遊ぼう 

・バター作り体験 

・ベニちゃんと遊ぼう 

・乳製品の試飲、試食 

・お楽しみ抽選会 
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第１９回「山形市酪農まつり」プログラム 

 

※ 駐車場を準備しておりますが、台数に限りがありますので周辺道路の混雑が予想されます。 

※ イベント等の実施時刻については状況により多少変わる場合があります。 

※ バターづくり体験、牛の乳しぼり体験については、小学生以下のお子さんを対象としております。 

※ イベント内容については、数量、人数等に限りがあります。 

※ 会場内にトイレを用意しておりますが、混雑時にはお待ちいただくことになります。 

※ 会場や天候等に対応した服装等や水分補給をするなど各自で健康管理をお願いいたします。 

※ 牧場内には危険な箇所が多くありますので、特に保護者の皆様はお子様の安全確保にご協力ください。 

※ ペット同伴のご来場は控えるようご協力ください。 

 

平成２９年７月２２日（土）    午前１０時～午後２時 

時   間 内        容 
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１１：３０ 
 

１２：３０ 
 
 
 
 
 

１４：００ 

 
開場・まつり開始 
 
◎乳製品等の試飲・試食（随時） 
 
◎抽選会（お帰りの際、総合受付にて引換券で抽選ができます。） 
※ 総合受付にて受付し、引換券をもらってください。 

 
◎牛の乳しぼり体験 １回目（人数制限があります。） 
※ 牛の体調や天候等により中止の場合があります。 

 
◎バターづくり体験 １回目 
※ 会場スペースに限りがありますので、お待ちいただく場合があります。 

 
◎牛乳パック工作（随時） 
※ 空の牛乳パックを使用します。 
 

◎放牧場見学（随時） 
※ 牧道上から場内をご見学いただけます。 
 

◎積木ゲーム 
 ※ 制限時間内に積木を積み上げる高さを競っていただきます。 
 
◎はながたベニちゃんとの交流会など 
 
◎牛の乳しぼり体験 ２回目（人数制限があります。） 
※ 牛の体調や天候等により中止の場合があります。 

 
◎バターづくり体験 ２回目（なくなり次第終了） 
 
 
まつり終了・閉場 
 


